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モデルニスモに興味があるなら、是非
バルセロナを訪ねてください。シャンプ
ラ地区、特に「クアドラ・ドール」（黄金ス
クエア）として知られる一帯には、バル
セロナ市内で最も多くのモデルニスモ
建築が集中しています。そしてこの地域
のいたるところで、バルセロナのモデル
ニスモを代表するアントニ・ガウディの
精神を感じ取ることができます。彼の作
品はいずれも印象的で見る者を魅了し
ますが、中でもサグラダ・ファミリア（聖
家族教会）、グエル公園、ラ・ペドレラ、
カサ・バッジョは見逃せません。

もちろん、ガウディの作品以外にも多く
のモデルニズムの傑作を見ることがで

きます。リュイス・ドメンク・イ・ムンタネ
ーが設計したサン・パウ病院とカタル
ーニャ音楽堂は、ガウディが手掛けた
サグラダ・ファミリア同様、世界遺産に
登録されています。おとぎ話の世界に
迷い込んだ気分になりたいなら、1905
年に建築家、ジュゼップ・プッチ・イ・カ
ダファルクが造ったカサ・デ・ラス・プン
シャス（別名、カサ・テラダス）に立ち寄
ることをおすすめします。

締めくくりにはバルセロナ現代美術館
を訪れてはいかがでしょう。美術館とな
っているのはシャンプラ地区にある古
い倉庫だった建物ですが、これ自体も
モデルニスモ建築の作品です。

バルセロナで 
モデルニスモを満喫
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スペイン南部では、「千夜一夜物語」の
世界に迷い込んでみましょう。コルドバ
歴史地区の真ん中には、メスキータが
何世紀もの深い眠りの中にあります。イ
スラム寺院であるメスキータ内部に入
ると、無数の円柱が林立する中からキリ
スト教の大聖堂が現われて、驚ろかされ
ることでしょう。メスキータを訪れた後
は、その外にあって一般公開されている
オレンジの中庭で一息入れましょう。
スペインにおける8世紀にわたるイス
ラムの繁栄を最もよく表しているのは、
やはりグラナダのアルハンブラ宮殿で
しょう。グラナダは当時、イスラム支配

のヨーロッパにおいて最も重要な政治
中枢であり、貴族社会の中心でもあり
ました。かつて王族やその臣下らの住
居だったナスル朝宮殿に入り、いくつも
の美しい中庭や噴水をめぐると、かの
王朝の栄華と豪奢な暮らしぶりが偲ば
れます。噴水のあるライオンの中庭は	
宮殿の中で最も美しい場所のひとつで
す。重要な要塞としての役割を持ってい
たアルカサバは、このモニュメント全体
の中で最も古い部分です。ベラの塔に
登ると、アルハンブラ宮殿とグラナダの
街の素晴らしい景色を見ることができ
ます。

アル・アンダルスの遺産、
コルドバのメスキータとグラナダのアル
ハンブラ宮殿

aa コルドバのメスキータ

スペインを知る50の体験



カナダ人建築家フランク・O・ゲーリー
が設計した前衛的デザイン建築のビル
バオ・グッゲンハイム美術館では、現代
美術を堪能できます。1997に完成した
この美術館は、ビルバオ都市再生の最
も重要なファクターとなっています。

�ビルバオのグッゲンハイム美術館で 
前衛美術に浸る

美術館のほとんどの部分に
は、ダビッド・サーレ、チジー
ダ、ジェフ・クーンズ、ルイー
ズ・ブルジョワ、ロバート・ラウ
シェンバーグなどの作品が展
示されています。

美術館に近づくと、ファサードに自然光
が反射する色の移り変わりと、それが
川面に反射する様にまず魅了されるこ
とでしょう。エントランスの前では、ジェ
フ・クーンズ作の花で造られた彫刻、「
パピー」が出迎えてくれます。このモニ
ュメントのデザインには大きな特徴が
ありますが、それはひとつたりとも平面
が存在しないことです。
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たった1キロメートルほどの圏内で、絵
画の過去、現在、そして未来を観賞する
ことができます。それができるのは、マ
ドリードの「パセオ・デル・アルテ（芸術
の散歩道）」と呼ばれるエリアです。世界
でも重要な芸術コレクションを有する3
つの美術館がこの地区にあります。

プラド美術館は、11世紀から18世紀ま
でのスペイン絵画の充実したコレクシ
ョンはもちろんのこと、フランドル絵画、
イタリア絵画、ドイツ絵画などの傑作も
多数、所蔵しています。エル・グレコ、ゴ
ヤ、ティツィアーノ、ヴァン・ダイクやレ
ンブラントなどの作品を観賞している
と、時の経つのを忘れてしまいます。そ
の他に鑑賞できる名作として、ベラスケ
スの「ラス・メニーナス」(Las Meninas)、
ゴヤの「着衣のマハ」と「裸のマハ」（las 

Majas）、ボスの「快楽の園」（el Jardín de 
las Delicias)などが挙げられます。

ティッセン＝ボルネミッサ美術館では、
世界でも有数の個人コレクションを観
賞することができます。18世紀の西洋
絵画から19世紀と20世紀を代表する
作品までを見ることができます。ここ
ではモネ、ヴァン・ゴッホ、セザンヌ、ク
リ―やカンディスキーなどの作品があ
なたを待っています。

現代美術の宝庫である国立ソフィア王
妃芸術センターでは、ミロ、ダリ、タピエ
ス、ファン・グリス、ルネ・マグリット、チ
ジーダなどの作品を観賞できますが、
見逃せないのはやはりスペインの現代
美術と近代史を象徴する作品、「ゲルニ
カ」（Guernica）でしょう。

マドリードで 
芸術散策

スペインを知る50の体験

国立ソフィア王妃芸術センター
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トレドのユダヤ人街で 
細い路地に迷い込む
3つの文化が交錯した都市、トレド。何
世紀にもわたって西洋のユダヤ人たち
の宗教的および政治的な中心地であっ
た街を訪ねてみませんか。細い路地を
たどって歩くと、ユダヤ人たちがこの街
で手にした権力と影響力の大きさを感
じ取ることができます。

ロス・レジェス・カトリコス通りには、ト
レドのユダヤ人街を代表する2つのム
デハル様式のモニュメントを見ること
ができます。柱が印象的なシナゴーグ、
サンタ・マリア・ラ・ブランカ教会（13世
紀）とセファルディ博物館にもなって
いるシナゴーグ、エル・トランジト教会	
（14世紀）です。

また、そこからすぐ近くのトラベシア・
デ・ラ・フデリア通りには、「ユダヤ人の
家」もあります。中庭には石膏細工によ
る装飾が多数、保存されているほか、地
下にはユダヤ教の沐浴場である「ミク
バ」があります。



二千年の歴史を持つ	
ローマ劇場で観劇

毎年、夏になるとメリダのローマ劇
場（バダホス県）では国際古典演劇
祭が開催され、この神秘な魅力に
あふれた場所は紀元前１世紀に
遡り、威厳に満ちた本来の姿をよ
みがえらせます。何世紀もの間、地
下に埋もれていたこのローマ劇場
は、20世紀初頭に文字通り地中か
ら掘り出されました。ヨーロッパで

最も保存状態の良いローマ劇場に
腰を降ろし、時を遡る旅に出ましょ
う。

この劇場と円形競技場はメリダの
遺跡群の一部で、スペインで最も
大規模かつ最も重要な遺跡として
ユネスコ世界遺産に登録されてい
ます。

スペインを知る50の体験
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アルタミラ博物館で	
18,000年前にタイムスリップ

本物のアルタミラ洞窟は保存上の理由
から入場が制限されていますが、心配
はいりません。アルタミラ博物館にある

「ネオクエバ」と呼ばれる実物大の洞
窟のレプリカを見学することができま
す。このレプリカ洞窟の内部で最もイ
ンパクトのある場所が「多色壁画の間」
で、長さ18メートル、幅9メートルの天
井と壁面に野牛、馬、イノシシ、鹿など
を表す30以上の壁画が描かれていま
す。

カンタブリア州の美しい村、
サンティジャーナ・デル・マ
ルからほんの２キロメート
ルのところに、スペイン洞窟
壁画の至宝、アルタミラ洞窟
があります。18,000年以上
も前に描かれた壁画はユネ
スコ世界遺産に登録されて
います。



ダリ・トライアング
ルで 
シュルレアリスム
に遭遇

奇才ダリの作品を理解するには、彼
が生涯において住処とした3つの場
所、プボール、ポルリガッツ、フィゲ
ラス（いずれもジローナ県）を結ぶ
ダリ・トランアングルを訪れるのが
近道です。

ダリが生まれ、亡くなった場所、フィ
ゲラスにはダリ劇場美術館がありま
す。まず、きらびやかな外観に目を
奪われ、中に入るとシュルレアリス
ムの天才による様々な作品に遭遇
します。ダリの生家、サン・ペレ教会、
ホテル・デュランなど、この芸術家ゆ
かりの場所は街の至る所に見受け
られます。

フィゲラスからカダケスへ進み、ポ
ルリガッツにあるダリの家に向かい
ましょう。1930年から、最愛の妻であ
り、彼にとっての女神でもあったガ
ラが亡くなる1982年まで、ダリはこ
の場所を生活と創作活動の拠点とし
ていました。

トライアングルの最後の地点である
プボールでは、天才画家の最後のア
トリエであり、彼の愛した女神の霊
廟でもある「ガラ・ダリ城」を訪ねま
しょう。
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写真： andreevarf/Shutterstock.com



ブルゴス大聖堂を	
訪ねて	
ゴシック様式を知る
ブルゴスの大聖堂は、スペインのゴシ
ック様式を代表する建築物で、1984年
にユネスコの世界遺産に登録されてい
ます。

冤罪の門として知られるファサードで
は、ゴシック様式のアーチに囲まれ、身
廊に光を届ける大きなバラ窓が目を引
きます。身廊内部からこの美しいステン
ドグラスを観賞することができます。サ
ルメンタルの門には美しい彫刻群があ
り、使徒たちと福音者たちに囲まれた
パンクラトール（全能者）の像が見えま
す。

大聖堂内部の丸天井は、スペインのす
べてのルネサンス建築において最も
壮麗なものとされています。このドーム
の下には、「勇者エル・シド」こと、ロドリ
ゴ・ディアス・デ・ビバールとその妻、ド
ニャ・ヒメナが埋葬されています。この
モニュメントの建築的な重要性はもち
ろんのこと、付随する大聖堂博物館に
は絵画、彫刻、古文書、古写本などの他
に類のないコレクションも所蔵されて
います。５千年以上の歴史を持つ地下
の洞窟でクラシック音楽を聴くなんで
想像できますか？マナコルにあるドラッ
ク洞窟ではそんな体験ができます。互
いに繋がっている４つの洞窟には、様

12
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グラナダのシエラ・ネバダスキー場で
はシーズンのほとんどが快晴に恵まれ
るので、遙か眼下に海を見ながらスキ
ーを楽しむことができます。400名を超
えるスキーインストラクターが待ってい
ます。スキー場は、ユネスコ生物圏保護
区に指定されているシエラ・ネバダ自
然公園の中にあります。
午前中にスキーを楽しんだ後、コスタ・
デル・ソルとアルメリアの間にあるコス
タ・トロピカルへ行ってビーチでのんび
り過ごすことも可能です。海岸部はその
立地のおかげで、一年中、穏やかな気
候に恵まれています。この地域にあるア
ルムニェカル、サロブレーニャ、モトリ
ルなどの町は、美しいビーチと独特の
景観であなたを魅了することでしょう。

マヨルカ島のドラック洞窟で	
クラシック音楽を堪能

5千年以上の歴史を持つ地下の洞窟で
クラシック音楽を聴くなんで想像でき
ますか？マナコルにあるドラック洞窟で
はそんな体験ができます。
互いに繋がっている4つの洞窟には、
様々な形をした数千もの巨大な鍾乳石
や石筍があります。
洞窟内部には世界最大級の地底湖、マ
ルテル湖があり、湖上のボートからクラ
シック音楽のミニコンサートを楽しむ
ことができます。洞窟は素晴らしい音
響効果を発揮します。

グラナダでスキーとビーチの両方を楽しむ

スペインを知る50の体験
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伝統料理

ムルシア地方の恵まれた気候のおか
げで、ラ・マンガでは一年中ゴルフを楽
しめます。州都から車で15分以内の距
離に、欧州最高クラスのモサ・ゴルフク
ラブやモリナ・デ・セグラにあるアルト
レアル・ゴルフクラブをはじめとするい
くつものゴルフコースがあります。

トーレ・パチェコの町にある、町と同名
のゴルフクラブは、地中海沿岸部で唯
一の夜間でもプレーできるコースで

す。その他にも、ロス・ベロネスにある
ラ・マンガ・クラブやフエンテ・アラモに
あるラ・アシエンダ・デ・アラモなどのコ
ースがあります。

ゴルフを楽しんだ後は、アルチェナやフ
ォルトゥナ＝レアナのスパへ立ち寄っ
て、リラックスしてはいかがでしょう。あ
るいは、体の芯から癒されるサン・ペド
ロ・デル・ピナタールの泥浴でユニーク
な体験をしてみませんか。

クルブ・ラ・マンガ（ムルシア県）で 
ゴルフとスパを満喫

aa ラ・マンガ・デル・マル・メノール
ムルシア県
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サーフィンを楽しむ場所を探している
なら、カンタブリア州のリバモンタン・
アル・マールがおすすめです。細かい
砂のビーチと最高の風に恵まれている
この地域は、サーフィン愛好家にとって
まさに天国です。リバモンタン・アル・マ
ールは2012年にスペイン初のサーフィ
ン保護区に認定されました。

ソモの海は一年中、波に恵まれ、サーフ
ィンの初心者がレッスンを受けられる
ように海辺にはそのためのスクールも
あります。また、海岸沿いの遊歩道から
はサンタンデール湾を見渡すことがで
きます。

レベルなど関係ありません。 
ロレド、ラングレ、ガリサノなど、
この一帯の他の町でもどんな
レベルのサーファーでも楽しめ
る波が待っています。

リバモンタンのソモで	
波に乗る

スペインを知る50の体験
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メノルカ島 
をサイクリングでめぐる

バレ アレ ス 諸 島 で の サ イクリング 
は最高です。メノルカ島には、かつての
田舎道が自転車用に整備され、案内パ
ネルが設置されているいくつものルー
トがあります。
緩やか起伏が続くこの島の穏やかな地
形はサイクリングに最適です。エル・カ
ミ・デ・カバルスのルートは、島を一周
する187kmのコースをたどりながら、あ
ちこちで美しい入り江の景色を楽しむ
ことができます。長いコースですが、数
日かけて周ってもよしルートの一部だ
けを選んでもいいでしょう。

他にも、20分から2時間くらいで回れ
る短いルートもあるので、事前の計画
なしでも気軽に楽しむことができま
す。いくつかの例を挙げてみましょう。 
シウタデラ–フェレリエスの 16.5 kmの
ルート、フェレリエス–エス・メルカダル
の 15.5 kmのルート、マオン–エス・カス
テルの 8 kmのルート、シウタデラ–プン
タ・ナティの 4 kmのルートなどです。
島中のルートの関する情報は観光局で
入手できます。マウンテンバイクを持参
していなくても大丈夫、ほとんどの観光
地でレンタルされています。
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ラ・パルマ島	
（カナリア諸島）で 

天体観測

ラ・パルマ島ほど美しい天空を堪能で
きる場所は、他にはほとんどありませ
ん。独特の地形と気候条件のおかげ
で、この島は天体観測に絶好の地とな
っています。
島全体には自然が創った、天体観測に
適した場所が13ヵ所もあり、天体観測
展望台ネットワークを形成しています。
そして、ラ・パルマ島の中心にあるラ・カ
ルデラ・デ・タブリエンテ国立公園には、
直径8キロメートル、深さ2,000メート
ルにもおよぶ巨大なカルデラが広がっ
ています。ここにはエル・ロケ・デ・ロス・
ムチャチョス天文台があり、事前にウェ
ブサイトから予約をすれば、入場するこ
とができます。

エル・イエロ島で 
海底探検

群れを成して泳ぐ魚、カメ、エイ、イルカ
などを見たいなら、カナリア諸島のひと
つ、エル・イエロ島がおすすめです。ユ
ネスコの生物圏保護区に指定されてい
るこの島は、天然のプールと澄み切っ
た水に恵まれた、スキューバダイビング
に絶好の場所です。様々なセンターや
スクールがあるので、スキューバダイビ
ングに初めて挑戦する人から技術を磨
きたい人まで、誰でも楽しめます。

ラ・レスティンガの村は、スペクタクル
な海洋保護区、マール・デ・ラス・カルマ
スへの入口となっています。ダイビング
に加えて写真も趣味なら、水中写真コ
ンテスト、「Open Fotosub」に参加して、
他のダイバーと腕を競ってみるのもい
いですね。海を満喫して陸に上がった
ら、夥しい数の噴火口が見渡せるユニ
ークな眺望を楽しみましょう。ぽっかり
口を開けたものが500ヵ所、溶岩で覆
われたものが300ヵ所もあります。

スペインを知る50の体験



ティマンファヤ国立公園を訪れると、ま
るで月にやって来たように感じます。こ
こがなぜスペインで2番目に入場者の
多い国立公園であるかも、納得できる
でしょう。25もの火山から成るこの島
は、18世紀から19世紀にかけて起こっ
た数々の噴火によってできた特異な地
形が、まるで月面の景色を見ているよ
うに感じさせます。ガイドツアーで公園
内をめぐる11キロメートルのルート、
ルタ・デ・ロス・ボルカネスがあります
が、ルートの途中では火山の麓をヒト
コブラクダで散策することもできます。

公園の中心部に来ると、レストランのす
ぐそばに、観光客に人気のいくつもの
間欠泉を見ることができますが、この
間欠泉は足元でマグマが活動している
ことの証です。

ルートの最後は、公園内の火山のひと
つで、天然の展望台となっているモン
タニャ・ラハダへ登りましょう。流れ出し

ランサロテ島の	
ティマンファヤで 
火山地帯を散策

フォルメンテーラ島で	
ポシドニアを観察

地中海最大のポシドニア海中草原が、
フォルメンテーラ島にあります。地中海
固有のこの海洋植物のおかげで、この
島の海はターコイズブルーで透明な美
しさを保っています。島内のセス・イジ
ェテス、レバンテ、ミグホルン、カロ・デ
ス・モルトゥ、エス・トゥルカドールなど

の海岸でポシドニアを見ることができ
ます。セス・サリネス自然公園の中には、
ポシドニアを見られる海岸をめぐるツ
アーがあり、申し込むことができます。イ
ビサ島とこの島のポシドニア海中草原
は、その良好な保存状態から、ユネスコ
世界遺産に登録されています。
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た溶岩が海岸線までたどりついて創り
だした驚くべき景色を見ることができ
ます。
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リベイラ・サクラをめぐる

ガリシア州のルゴ県南部からオウレン
セ県北部にかけての一帯、リベイラ・サ
クラ地方は、カベ、シル、ミーニョの3つ
の川の流域から成るワインの生産地で
す。ここではシル川渓谷など自然が創り
出したスペクタクルな景観を楽しむこ
とはもちろん、深い森の中に点在する
18にもおよぶ中世の修道院を訪ねるこ
ともできます。これらの修道院のひとつ
に宿泊することもできます。ノゲイラ・
デ・ラムインにあるサン・エステバン・
デ・リバス・デ・シル修道院は現在パラ
ドールとなっているからです。パラドー
ルの近くにはこの地方で最も有名な展
望スポット、バルコネス・デ・マドリード
があります。

ここからモンテデラモまで足をのばし
て、サンタ・マリア修道院を訪ねましょ
う。タレイリゴでは、岩を掘って造られ
た礼拝堂、サン・ペドロ・デ・ロカスに圧
倒されることでしょう。

また、フェレイラに立ち寄って、マドレ
ス・ベルナルダス修道院や、現在は廃
墟となっているサン・パイオ・デ・アベラ
ダ修道院を訪ねることもできます。旅の
終りは、中世に起源を持つ趣のある町、
モンフォルテ・デ・レモスで締めくくりま
しょう。

スペインを知る50の体験



ナバーラ州の	
イラティの森を	
散策

イラティ川の上流、アエスコアとサラサー
ルの2つの谷にまたがる一帯に、ブナの木
とモミの木から成る17,000ヘクタールに
もおよぶ広大な森林、イラティの森があり
ます。欧州において環境的価値が高く、保
存状態の良い森林の中でも最大規模を誇
るこの森を歩いてみませんか。
秋になると赤や黄色に色づいた木々が、
まるでおとぎ話のような風景を創り出しま
す。この季節には、発情期を迎えた鹿が出す

「ベレア」と呼ばれる独特の「鳴き声」を耳
にすることもできます。冬には、シエラ・デ・
アボディでクロスカントリースキーを楽し
むことができます。そして春は、トレッキン
グやマウンテンバイクでのサイクリングに
最適な季節です。
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バスク海岸のジオパークで	
断崖の散策と海上散策
ジオパークに指定されているバスク
海岸は、カンタブリア海とバスク山
脈に挟まれた一帯、ムトゥリク、デバ、
スマイアなどの町がある地域で、6
千年以上も前にできた断崖が13キ
ロメートルも続いています。延々と続
く断崖の上を歩くもよし、船に乗って
海上から望むもよし、時間があれば
その両方を試してみるのもいいです
ね。

石灰岩でできた山脈から成るジオパ
ークの内陸部には、周りを山に囲ま

れ、古くからの伝統や景観をそのま
ま残す場所がひっそりと存在してい
ます。観光に便利なガイドツアーも
催行されています。地層の中に黒色
の薄い層が見えますが、これは小惑
星の衝突のインパクトの凄さと、そ
れによる恐竜の消滅を物語っていま
す。

また、馬を描いた壁画群が素晴らし
いエカイン洞窟へも、是非、立ち寄っ
てみてください。ここは世界遺産に
登録されています。

スペインを知る50の体験
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セビージャのビエナル・デ・フラメンコ
フラメンコギターに込められた思い、
踊りが持つ力強さと表現力、歌からほ
とばしり出るパッション。2年に１度セ
ビージャで開催されるユニークなイベ
ントで、フラメンコの持つ不思議な力
に魅了されてみませんか。それが、ビエ
ナル・デ・フラメンコです。ユネスコ世
界無形文化遺産に登録されているスペ
インを代表する芸術、フラメンコ。その
フラメンコに関連する最大の国際イベ
ントがこのビエナルです。

セビージャ市内の主要な劇場やアルカ
サルなどの由緒あるモニュメント、ある
いは旧トリアナ・ホテルのパティオのよ

うなフラメンコの起源ともいえる場所
など、イベントは様々なスペースで開催
されます。これらは、著名なアーティス
トたちと新進気鋭の才能ある若者たち
が共に集う場となります。

伝統的なフラメンコから、実験
的または前衛的なもの、ある
いは破天荒なものまで、あら
ゆるタイプのフラメンコを知
るために絶対見逃せないイベ
ント、それがビエナルです。

写
真
：

 A
nt

on
io

 A
ce

do
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テネリフェ島の	
カーニバル

リズムと色彩と奔放さがあふれるスペ
クタクル、サンタ・クルス・デ・テネリフェ
のカーニバルを体験してみませんか。
スペインのお祭りの中で最も「ブラジ
ル的」なこのカーニバルは、世界で最
も人気のある祭りのひとつです。陽気
で奔放で想像力あふれる祭りが15日
間にわたって繰り広げられ、この街は
人で溢れ、世界中から何万もの観光客
が訪れます。

祭りで見逃せないイベントのひとつが
カーニバルの女王のコンクールで、候
補者たちは総重量が100キロを超える
ものもある豪華な衣装を身に着けて、
華やかに魅力を振り撒きます。もうひと
つ見逃せないのが、祭りの始まりを告
げるカーニバル告知パレードでしょう。
たくさんのミュージックバンドが奏でる
リズムに合わせて、何千もの人々が通
りに繰り出し、すべてを忘れて陽気に
何時間も踊り続けます。

1週間以上にわたって街にはお祭りの
高揚感があふれ、カーニバルの火曜日
になると、見る者すべてを魅了するパ
レード、デスフィレ・デル・コソで最高潮
に達します。翌日、水曜日に行われる鰯
の埋葬は祭りの終わりを告げるもので
すが、カーニバルを象徴する「鰯」が葬
儀用の棺に入れられて街を練り歩き、
最後に炎に包まれます。

スペインを知る50の体験
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マドリードで 
ゲイ・プライド・フェスティバルを祝う

6月最後の週にマドリードを訪ねれば、
世界的に有名なゲイパレード、オルグ
ジョ・ゲイ・デ・マドリードを体験できま
す。街の中心地にはレインボーカラー
の旗があふれ、あらゆる性的嗜好が解
放される楽園となります。近くで実感し
たいなら、マドリードで最もLGBTが認
知されているエリア、チュエカ地区へ行
ってみましょう。ここではライブコンサ
ートや様々な文化イベントが開催され
ます。シベレス広場にあるマドリード市
庁舎はカラフルなライトでイルミネー

ションが施され、世界中から訪れる人
々を歓迎します。2017年にはマドリー
ドでワールドプライドが開催され、世
界中から100万人以上が集まりました。

土曜日には、たくさんの山車が繰り出
すカラフルで陽気なパレードでイベン
トは最大の盛り上がりを見せます。例
年はその後、アルカラ門でコンサート
が開催され、スペインの首都で開催さ
れる祭りの中で最もメッセージ性の強
いこのイベントは幕を閉じます。　



聖週間はスペインで最も厳粛で感動的
な宗教行事ですが、中でもサモラ（カス
ティーリャ・イ・レオン州）では非常に独
特な形で行われます。プロセシオンと
呼ばれる山車が練り歩くパレードは、昼
と夜でそのコントラストが際立ってい
ます。深夜や未明に信徒団体が山車を
担いで練り歩くプロセシオンは静謐で
瞑想的である一方、日中のプロセシオ
ンは音楽に伴われ光に溢れています。
サモラの聖週間は、信仰の有無に関わ
らず、見る者を感動させる行事です。

聖水曜日に「傷ついたキリスト」像を載
せた山車が練り歩くプロセシオンは、
ほとんどこの町の伝説となっています。	

「横たわるイエス・キリスト」像のプロ
セシオンを行う信徒団体は聖木曜日の
夜半過ぎに教会を出発し、旧約聖書に
ある詩を基にした罪深き者たちの許し
を請う聖歌、「ミセレレ」を歌いながら練
り歩きます。深夜の町にはその神聖な
歌声が響き渡ります。そして、聖金曜日、

「ラ・コングレガシオン」のプロセシオ
ンが始まり、「受難の道」像の山車が繰
り出す時、あるいはアベニダ・デ・ロス・
トレス・クルセス通りですべてのプロセ
シオンの信徒が「ソレダ（孤独）の聖母」
像の山車に対して敬意を表する時、こ
の宗教行事の感動は最高潮に達しま
す。締めくくりには、聖週間博物館を訪
ねることをおすすめします。
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サモラの聖週間を訪ねて	
あつい信仰心に触れる

スペインを知る50の体験



ウブリケを訪ねて	
皮革バッグの手作 
りに挑戦 

ウブリケ山地とグラサレマ山地の間
に、白い村々のルートの中でも重要な
場所のひとつとなっているウブリケの
村があります。村の路地を歩くと、独特
の趣ある建築方法で造られた民家や古
くから伝わる手作りの皮革製品に遭遇
することでしょう。古い歴史をもつカプ
チン派修道院を訪ねると、その中に皮
革博物館があります。回廊を歩いて皮
革製品の製造プロセスに使われてきた
機械類の変遷を見ることができる他、
手作り革工房を模して造られたスペー
スで簡単なバッグ作りに挑戦すること
もできます。

博物館は講演、コンサート、演劇など様
々なイベントが開催される場にもなっ
ています。また、ウブリケを訪れたら、国
の文化財に登録されている旧市街を見
ずに帰ることはできません。

グラシア通りで、 
セレブでラグジュアリ
ーなショッピング
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贅沢な買い物を楽しみたいなら、行くべ
き場所はグラシア通りでしょう。バルセロ
ナ市内の目抜き通りのひとつ、グラシア
通りは、一流ブランドのほとんどが店舗
を構えているのはもちろんのこと、モデル
ニスモ建築の傑作の数々を観賞すること
もできます。かつて、このエリアの美しい
建物は大手の銀行が占めていましたが、
現在ではそれらに代わって広くて豪華な
ブランドショップや流行の先端を行くレ
ストランやカフェなどが入っています。
ショッピングの後は、香水博物館に立ち
寄ってみてはいかがでしょう。ダリがデ
ザインしたボトル、マリー・アントワネッ
トが使ったとされる香水、あるいは様々
な古代文明で使われていた香水入れな
どを見ることができます。豪華なホテル
に宿泊して、パーソナルショッパーのサ
ービスを利用するのもいいですね。贅
沢を楽しみましょう！
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エクストレマドゥーラ
の農場で本場のイベ
リコ豚生ハム食する

「イベリコ豚生ハム／エクストレマド
ゥーラの農場」ルートをたどれば、イベ
リコ豚の生ハムを生産している魅力あ
ふれる村々を訪ねることができます。

スペイン・グルメの王様とも言える生
ハムの原料、イベリコ豚を整備された
環境の屋外で飼育している農場の広さ
は百万ヘクタールにもおよびます。

バダホス県の33の村々をたどる「ハモ
ン・デ・ラス・シエラス」のルートやカセ
レス県の19の村々をたどる「モンタン
チェス」のルートなどを訪ねれば、この
地方で生産される最高の生ハムを試
食することができます。

これらのルートでは、美味しい生ハム
を堪能できるだけでなく、歴史ある村
々を散策したり、農場を訪ねて生ハム
作りの様子を視察したり、あるいは生
ハムカッティング講座に参加すること
もできます。

スペインのどこでも 
楽しめるタパスとピン
チョス

スペインの習慣で最もよく知られてい
るのは、なんといってもタパスでしょう。
これらの小皿料理はスペインのどこへ
行っても食することができます。一日
中、いつでも食べられるタパスですが、
スペインではやはり、昼食前にビール
やワイン、あるいはベルムットと一緒に
つまむのが定番です。バルをはしごし
てタパスをつまむ、これが生活の一部
となっています。気を付けないと、ラン
チの席に着く頃にはお腹がいっぱいに
なってしまいます。

バスク地方を訪ねると、タパスの呼び
方が変り、ピンチョスとなります。グラナ
ダはタパスのサイズが大きいことで知
られています。マドリードでは、「カーニ
ャ」と呼ばれる、サーバーから注がれる
グラスビールと一緒に出てくるおつま
みがタパスです。サラゴサでタパスめぐ
りと言えば、一番人気の場所はエル・ト
ゥーボと呼ばれるエリアでしょう。また、
ログローニョでは、供されるタパスの
内容の良さと種類の豊富さからラウレ
ル通りが有名です。

スペインを知る50の体験
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スペインのワインを試したいなら、世
界で最もよく知られているワイン原産
地呼称のひとつ、ラ・リオハを訪ねまし
ょう。ワインが眠る樽に囲まれて食事を
楽しむ、ワイナリーを訪ねてテイスティ
ングに挑戦する、ワイナリーホテルに
宿泊する、あるいはワインと料理の完
璧なマリアージュを楽しんだ後にワイ
ンセラピーでリラックスする、これらは
ワインを生むこの地が提供する多様な
アクティビティーのいくつかです。この
地方には500を超えるワイナリーがあ
り、そのうちの80ほどがワイナリー見学
を受け入れています。

バスク州に入るとラ・リオハ・アラベサ
のワイン生産地となります。この地方で
は、ワインの新たな大聖堂とも言えるよ
うな前衛的な建築で造られたいくつも
のワイナリーを見ることができます。ラ
グアルディアにあるイシオス・ワイナリ
ーは有名な現代建築家、サンティアゴ・
カラトラバのデザインによるものであ
る一方、エルシエゴにあるワイン複合
施設「ラ・シウダ・デル・ビノ」はフラン
ク・ゲーリーの設計によるものです。こ
れらの敷地内には、スパやリラックス空
間など様々な体験ができる施設もそろ
っています。

ラ・リオハとラ・リオハ・アラベサで 
ワイン醸造に触れる

aa 「ラ・シウダ・デル・ビノ」
エルシエゴ
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サン・セバスティアンの 
ミシュラン星付きレストランで食事

ちょっと贅沢な食事を楽しんでみませ
んか？そんな時、最適な場所はなんとい
ってもサン・セバスティアンでしょう。ス
ペイン食文化の新しい時代を切り開い
た偉大なシェフたちは、活動の場として
北スペインのこの街とその周辺を選び
ました。数々の賞を受賞したレストラン
では、インスピレーションあふれる洗練
された料理があなたを待っています。

いずれも個性豊かなレストランです
が、具体的な名前を挙げるとすれば、フ
ァン・マリ・アルサック氏のレストラン「
アルサック」、イゲルド山からカンタブリ

ア海を見渡すことができるペドロ・スビ
ハナ氏のレストラン「アケラーレ」、国際
会議場にあり、街のシンボルであるスリ
オラ橋を眼下に望むマルティン・ベラサ
テギ氏のレストランなどがあります。
その他にも前衛的な創作料理の世界
では、ダニエル・ロペス氏の「ココチャ」
やアンドニ・ルイス・アドゥリス氏の率
いる「ムガリッツ」が奇抜な創作料理で
あなたを魅了することでしょう。

スペインを知る50の体験

「風の櫛」（PEINE DEL VIENTO）
サン・セバスティアン、ギプスコア県(バスク州)



地中海の風を肌に感じながら、美味し
い白ワインと共にパエリアに舌鼓を打
つ、これこそが、スペインを「生きる」体
験でしょう。ベレンシアでは、港および
ラス・アレナスやラ・マルバロサなどの
海岸の周辺がパエリャ発祥の地で、海
を見渡すことのできる魅力的なレスト
ランがいくつもあります。ここで、世界
的に有名なスペイン料理、パエリャを
是非、堪能してください、

では、どんなパエリャを注文したらいい
でしょう？本物のバレンシア風パエリャ
は米にウサギ肉、巻貝、鶏肉、土地名産
の豆、そしてサフランを加えて作ります
が、その他にも色々なパエリャがありま
す。魚介パエリャ、ミックスパエリャ（肉
と魚介）、イカ墨の黒いパエリャなどな
ど…自分の好みで選べます。

バレンシア州の 
海が見えるレストランでパエリャを食べる

土地の人の様に語りたいなら、パ
エリャとは米料理を作る鍋のこと
であり、鍋の底に付いた焦げた米
のことをバレンシア語でソカラッ
トと呼ぶことは知っておかなけれ
ばなりません。ソカラットが一番
おいしいと言う人もいます。さぁ、
召し上がれ！
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アストゥリアスを訪
ねてチーズとシドラ 

（りんご酒）を試す
アストゥリアスに行ったら、シドラと
一緒に美味しいチーズを食べましょ
う。地元の人たちと同じ体験をした
いなら、伝統あるケセリア（チーズ製
造所）やラガール（シドラ醸造所）を
訪ねることです。チーズ好きな人に
とってスペインのこの地方はまさに
天国です。40種類以上ものチーズが
ありまますが、中でもも有名なもの
としてアフエガル・ピトゥ、ガモネウ、
カブラレスなどが挙げられます。チ
ーズ製造所の中には、ガイド付ツア
ーを提供している所もあります。カブ
ラレス地方では、世界有数のブルー

チーズであるカブラレスチーズを自
然の洞窟を利用して製造しています
が、いくつかの洞窟は中を見学する
こともできます。これらの洞窟を訪ね
て、チーズの試食をすると共に、ピコ
ス・デ・エウロパという比類ない環境
の中に生きる羊飼いの暮らしを垣間
見てはいかがでしょう。

ラガールとは、アストゥリアスの典
型的な飲み物でリンゴから造られる
酒、シドラの醸造所のことです。ここ
では広口のグラスでシドラを飲みま
す。「エスカンシアール」に挑戦しまし
ょう。シドラを注ぐ作法をこう呼びま
すが、片方の手で瓶を持ち、届く限り
高い位置から、もう一方の手ででき
る限り低い位置に持ったグラスに、
シドラを注ぎます。簡単ではありま
せんが、間違いなく面白い体験にな
るはずです。

スペインを知る50の体験
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伝統料理

スペイン各地を旅して	
様々なタイプの飲食空間を訪ねる

スペインのデリカテッセンや世界中の
美味しい料理をユニークな環境の中で
味わいたいと思いませんか？かつて市
場や映画館や工場だった空間を再生し
て創られたガストロスペース（飲食空
間）で食を楽しむ、そんなユニークな体
験をしてみませんか。美味しい料理を堪
能するだけでなく、音楽を聴いたり、展
覧会を見たり、テイスティングをしたり、
あるいはワークショップに参加したりで
きる様々な飲食空間があります。

そんな場所のひとつ、プラテア・マドリー
ドはきっとあなたに驚きを与えることで
しょう。マドリードの中心地にあり、ヨーロ
ッパで最大規模(6,000m2)を誇るこのガ
ストロスペースでは洗練されたタパスや
ミシュランの星を獲得したシェフの料理
を味わうことができます。この他にもマド
リード市内にある、旧市場を斬新な飲食
空間として再生させたサン・ミゲル市場
やサン・アントン市場も見逃せません。

モデルニスモ建築のガレージを再生さ
せた空間、エル・ナショナルで生牡蠣を
つまみにカバを飲んではいかがでしょ
う。ここは今、バルセロナの食のトレンド
における注目スポットのひとつとなって
います。ここではレストラン１軒、デリカ
テッセンを提供するスペース４ヶ所、ビ
ール、ワイン、カバ、カクテルにそれぞれ
特化したドリンクカウンターが4ヶ所あ
り、あなたを待っています。バルセロナの
ランブラの真ん中にはスペインを代表す
る市場のひとつ、ラ・ボケリアがあります。
トレドのサン・アグスティン市場では、ス
ペイン料理の作り方を教わることもでき
れば、ガラス張りの素敵なテラスでカク
テル片手にのんびり過ごすこともできま
す。ビルバオを訪ねたら、ラ・リベラ市場
には是非、立ち寄ってください。ライブ
演奏を聴きながら洗練されたピンチョ
スやバスクの伝統料理を楽しむことが
できます。
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カタルーニャのマシア（田舎屋）で 
食事を楽しむ
携帯電話をオフにして、スペインで最
も美味しい料理のひとつ、カタルーニ
ャ料理を楽しむ準備をしましょう。手
の込んだ装飾、石造りのどっしりとした
壁、そして最高の郷土料理、マシアは他
にないユニークな環境で食事を楽しむ
のに最適な場所と言えるでしょう。

バルセロナ市の芸術遺産に指定され
ている11世紀の古城で自然に囲まれ
ながら、あるいはモンセニー自然保護
区の中で、マシアの食事を堪能してみ
ませんか。いずれのマシアを訪ねても、
その地域で採れた素材を使って伝統的
なレシピで作られた食事を味わうこと
はもちろん、その場所が持つ豊かな歴
史を感じることもできます。

スペインを知る50の体験
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世界でもトップクラスの豪華な観光列車、
トランスカンタブリコに乗って北スペイン
をめぐりましょう。きっと素晴らしい体験
になることでしょう。

すべてを忘れて、列車の窓から見える
グリーンスペインの景色を楽しみまし
ょう。レオンの大聖堂、サン・セバスティ
アンにある彫刻「風の櫛」（Peine de los 
Vientos）、ユネスコ世界遺産に登録さ
れているロス・ピコス・デ・エウロパ国
立公園など、ユニークな場所に立ち寄
ります。

鉄道車両の至宝とも言える豪華な列車
は、細部に至るまでデラックな旅のた
めの配慮がなされています。バル、ダ

ンスフロア、デラックスなスイートルー
ム、専用浴室付きのグラン・クラセルー
ム、ハイドロサウナ、ハイドロマッサー
ジ、スチームバスなどなど。

豪華列車トランスカンタブリコはあな
たを自然、文化そして美食の旅へと誘
います。移動中は毎日、車内にてビュッ
フェ形式あるいはア・ラ・カルタにて美
味しい朝食が提供されます。また、旅す
る土地の最高級レストランで昼食や夕
食を取ることもできます。

豪華列車トランスカンタブリコで 
北スペインをめぐる

bb 豪華列車トランスカンタブリコ
エブロ川のダム



バイクで 
銀の道を旅する
ヘルメットを着けて準備ができたら、
スペインで最も美しいバイクツーリン
グルートの旅に出かけましょう。ヒホン
からセビージャまで、いくつもの地方を
通り抜ける銀の道ルートです。スペイ
ンの北と南を結ぶこのルートは、ロー
マ時代に造られた道に沿ってあります
が、その起源はもっと古く、青銅時代末
期まで遡ると言われています。

バイクの走行総距離が800キロメート
ルになるこのルートには2つの選択肢
があります。近代的な高速道路A-66号
線を快適に走行することができる一
方、旧道のN-630号線を行くと制限速
度も低くなり走りの快適さも落ちます
が、周りの景色を楽しみながら旅するこ
とができます。このルートでは、山あり、
川あり、平地ありと様々な地形を横切っ
ていきます。また、ルートはサラマンカ、
カセレス、メリダなどを通過しているの
で、世界遺産に登録されているこれら
の魅力的な中世の街に立ち寄ることも
できます。

思いのまま好きな道をたどり、自分にあ
ったスピードで走りましょう。アドバイス
をひとつ：「モト・ビア・カード」には宿泊
施設の料金割引などの特典があるので、
是非、利用しましょう。

スペインを知る50の体験
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モン・レベイ断崖	
の隘路から 
眺望を楽しむ

登山靴を履いて、スペインで最もスペ
クタクルな断崖のひとつ、モン・レベイ
渓谷の断崖に掘られた隘路からの眺
めを見に行きましょう。ウエスカ県（ア
ラゴン州）とレリダ県（カタルーニャ州）
の県境に位置するこの渓谷は、道路も
鉄道も電線さえも通っていない、スペ
インでも数少ない手つかずの自然が残
っている場所のひとつです。この渓谷
の眺めは実に壮観です。ほぼ垂直にそ
びえる断崖の高さは最大500メートル
にまでおよび、渓谷の幅はたった20メ
ートルという所もあります。

渓谷から40メートルの高さがあるサ
ン・ジャウマの断崖に架かる吊り橋や
モンファルコの空中歩道を歩いてみま
せんか。大地と空がものすごく近くに感
じることでしょう。この機会を逃す手は
ありません。
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サンティアゴ巡礼の道	
に魅せられる

リュックを肩にかけて、準備はできまし
たか。助け合い、自己克服、スポーツ精
神、文化交流、自然とのふれあい、そう
いったものすべてを体験できる、生涯
忘れ得ないものとなる旅に出かけまし
ょう。サンティアゴ巡礼の道を歩くため
に世界中から数十万もの人々がやって
来ます。ルートは様々でも目的地はひと
つ、そんな巡礼道をたどって、一味違う
形で北スペインを旅してみませんか。
目的地はガリシア州、使徒聖大ヤコブ
の墓があるサンティアゴ・デ・コンポス
テラの大聖堂です。

日常を忘れ、世界中からやっ
て来た巡礼者たちと同じ道を
たどり、同じ宿に泊まって、感
動を共有しましょう。

スペインを知る50の体験
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瀟洒なパソ（旧荘園領主邸）で椿の花
に囲まれながらガリシアの白ワイン、ア
ルバリーニョを味わってみませんか。歴
史ある庭園を歩けば、シャネルがエレ
ガンスの象徴として選んだこの花の美
しさに魅了されてしまうでしょう。椿の
花が紡ぐルートは、ポンテベドラ県のリ
アス・バイシャスにあるビラガルシア・
デ・アロウサから始まり、ビゴ県にある
いくつかの壮麗な椿の庭園まで続きま
すが、これらの庭園ではガリシアに生
息する8,000を超える種類の椿を観賞
することができます。

ビラガルシアにあるパソ・デ・ルビアネ
スでは、聖クララ会の修道女の方たち

が作る石鹸が売られている小さなお店
に立ち寄ってみませんか。また、サルネ
ス地方にあるパソ・デ・リバドゥミアは、
いくつもの映画やテレビドラマのロケ
地となった場所です。なお、この地で造
られるアルバリーニョは高く評価されて
います。ビゴに着いたら、街の高台に建
つパソ・デ・オ・カストロを訪ねましょう。
街並みと港、そして入り組んだ海岸線	
「リア」の眺望を楽しむことができます。

ガリシアで	
椿の芳香に浸る

38

これらは、椿の花のルートにある町や
村のほんの一部に過ぎません。



39

パラドールに宿泊して	
王族気分を満喫

スペインでの宿泊場所にパラドールを
選べば、忘れられない体験ができます。
古城、修道院、宮殿など、何世紀にもおよ
ぶ歴史を持つ場所で夜を過ごしてみま
せんか。かつて王様やその一族が眠った
同じ場所で、あなたも眠ることができる
のです。

中世の城に興味があれば、シウダ・ロド
リゴのパラドール（サラマンカ県）やシ

グエンサのパラドール（グアダラハラ
県）に泊まるといいでしょう。宮殿に泊ま
ってみたいなら、ウベダのパラドール（
ハエン県）、修道院に興味があればアル
マグロのパラドール（シウダ・レアル県）
がおすすめです。

現在、スペインには90を超えるパラドー
ルがあるので、選択肢はたくさんありま
す。大自然の中、素晴らしい展望ポイン
ト、歴史地区の中心など、そのほとんど
が非常に恵まれた場所に立地していま
す。パラドール自体が歴史モニュメント
であるものも多数あります。歴史を間近
に感じてみたいなら、パラドールでの宿
泊は最適な選択肢です。

スペインを知る50の体験

ウベダのパラドール
ハエン県(アンダルシア州)
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プリッカー賞を通して 
スペインの現代建築を知る

プリッカー賞は建築界におけるノー
ベル賞とされるものです。建築家ラフ
ァエル・モネオが1996年にスペイン
人として初めてプリッカー賞を受賞し
ました。彼の作品はスペインのいた
るところで目にすることができます。
国会議事堂やサン・セバスティアンの
クルサール国際会議場、あるいはマ
ドリードのアトーチャ駅の改装、ムル
シアの市庁舎、バジャドリの科学博物
館、メリダの国立古代ローマ美術館 
などが挙げられますが、これらは彼の
作品の一部に過ぎません。

その他にスペインのプリッカー賞建築
家としては、2017年に受賞した、建築ス
タジオ「RCRアーキテクテス」（ジローナ
県）に所属するラファエル・アランダ、カ
ルメ・ピジェンとラモン・ビラルタが挙
げられます。彼らの作品のほとんどはカ
タルーニャにあります。バルセロナのア
シャンプラ地区にあるサン・アントニ=
ジョアン・オリベール図書館やオロット
（ジローナ県）にある陸上競技場とパ

ビリオン2x1、あるいはレス・プレセス	
（ジローナ県）のピエドラ・トスカ公園
などは、見逃せない作品です。

bb クルサール国際会議場
サン・セバスティアン、ギプスコア県(バスク州)



気球に乗って 
世界遺産都市を	
空から見る

一生に一度は気球に乗ってみなけ
ればいけないと言われますが、スペ
インなら気球に乗って、空から世界
遺産都市を見ることができます。

セゴビアの上空から見下ろすロ
ーマの水道橋やアルカサル、その
感動は言葉では表せません。アビ
ラでは、遠くにグレドス山脈を眺
めながら街を囲む城壁や大聖堂
を見下ろすユニークな体験を楽
しむことができます。空の上から	
トレドの様々なモニュメントや町に
沿って蛇行するタホ川を眺める、あ
るいはサラマンカやサンティアゴ・
デ・コンポステラの美しい街並みを
上空から楽しんでみませんか。青い
地中海に囲まれた真っ白なイビサ
島の美しさを空から見ることもでき
ます。

これらの都市は、鳥たちの目線から
眺めを楽しむことができる場所の
ほんの一部に過ぎません。
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スペインを知る50の体験
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たくさんの見どころがありますが、どこ
へ行くにしても、はずせない場所があ
ります、それはカスティージャ・ラ・マン
チャの州都、トレドです。この街は、物語
に登場する様々な場所を見ることがで
きるだけでなく、ロス・ティンテス広場
には作者が実際に住んでいた家もあり
ます。

古典文学の世界的名作、「ド
ン・キホーテ」の世界を体験し
ましょう。このルートをたどれ
ば、ミゲル・デ・セルバンテス
が小説の中で描写した村々、
古道、自然の風景などが見ら
れます。

そして、もうひとつの絶対見逃せない
場所が、ドン・キホーテが戦いを挑んだ
カンポ・デ・クリプターナ（シウダ・レア
ル県）の風車群です。ドン・キホーテが
思いを寄せるドゥルシネア姫の住むエ
ル・トボソも是非、立ち寄りたい場所の
ひとつです。また、独特の建築様式を持
つマヨール広場やコラル・デ・コメディ
アスと呼ばれる中庭に造られたユニー
クな劇場をはじめとする歴史芸術モニ
ュメントが豊富な町、アルマグロもは
ずせません。

オッサ・デ・モンティエル（アルバセーテ
県）では、物語に登場する有名な２つ
のシーンの舞台となった場所、モンテ
シノス洞窟とロチャフリダ城を訪ねるこ
とができます。

「ドン・キホーテ」 
の舞台となった場所をめぐる

aa 風車
コンスエグラ
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「ゲーム・オブ・スローンズ」の舞台
となった場所、あるいは、ジェーム
ス・ボンド、インディアナ・ジョーンズ
やアナキン・スカイウォーカーがロ
ケをした場所を訪ねてみませんか？
スペインはよく映画の舞台に選ばれ
る国なので、多くの街で映画に関連
する観光スポットがあります。あな
たの旅の舞台はどこでしょう。

ソリア県のカラタニャソールは、オ
ーソン・ウェルズがの彼の作品、「フ
ォルスタッフ（真夜中のチャイム）
」のロケ地として選んだ村でした。	

「ゲーム・オブ・スローンズ」のファン
であれば、セビージャは絶対に訪ね
なければならないでしょう。このシリ
ーズのクライマックスシーンはこの
街のアルカサルやイタリカ遺跡で撮
影されました。シリーズ第6章でドラ
ゴンたちが飛び交った荒涼とした風
景は、バルデナス・レアレス自然公園	
（ナバーラ州）で見ることができます。

アルメリア県の砂漠地帯はクリン
ト・イーストウッドなどのスターが登
場する数多くの西部劇の舞台となっ

てきました（かつての映画スタジオ
を訪ねることもできます）。また、セ
ビージャのスペイン広場は「スター・
ウォーズ」のナブー王宮のロケ地と
して使われたので、女王アミダラも
ここを散策しました。

あのジェームス・ボンドもスペイン
の地を何度も訪れています。カディス
（007ダイ・アナザー・デイ）やビルバ
オのグッゲンハイム美術館周辺（007
ワールド・イズ・ノット・イナフ）など
でボンドが活躍した場所をたどって
みてはいかがでしょう。ラス・フラグア
ス（カンタブリア州）では、映画「アザ
ーズ」でニコル・キッドマンを恐怖に
陥れた家のロケ地となったロス・オ
ルニジョス宮殿を訪ねみませんか。

フエルテベントゥーラ島（カナリア
諸島）の月面を思わせる荒涼とした
景色は、リドリー・スコット監督の「エ
クソダス：神と王」やロバート・ゼメ
キス監督の「マリアンヌ」などの映画
の舞台となりました。また、この島の
南部は「スター・ウォーズ」の新作の
ロケ地にも選ばれています。.

スペインで映画の	
舞台となった場所を訪ねる

スペインを知る50の体験

サン・ファン・デ・ガステルガチェ
ベルメオ、バスク州
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のどかな環境で 
ヨガ体験 
美しい自然に囲まれた屋外でヨガを体
験すると同時に、自然を満喫し、美味し
い料理を堪能して、心ゆくまでリラック
スしましょう。ベストシーズンは春と夏
です。スペインのほとんどの地域には、
このような体験をできる「カサ・デ・レ
ポソ」（安らぎの家）と呼ばれる施設が
あります。

マドリードですべてを忘れてリラックス
したいなら、初心者から上級者までヨ
ガ愛好家が集まる場所、レティーロ公
園に行きましょう。また、首都マドリー
ド近郊の山地には、日常から離れて静
謐な時間を過ごせる場所がたくさんあ
ります。

また、スペイン各地のビーチも世界中
のヨガ愛好家が集まる場所となってい
ます。イビサ島のソル・デン・セラの入
り江ではあらゆるレベルのヨガのレッ
スンに参加することができます。また、
カニョス・デ・メカでは海を見ながらヨ
ガを楽しめるほか、ビオダンサなどの
アクティビティーも体験できます。アル
プハーラスでは、美しい自然の中での
瞑想と英語の練習を組み合わせたコー
スに参加することもできます。スペイン
ではこのように、どこでも気軽にヨガを
楽しむことができます。

芝居仕立てのガイ
ディングツアー 
で歴史に浸る 
ある町を訪ねる時、その町の過去の
様子を知りたいと思いませんか？スペ
インでは様々な場所で、芝居仕立ての
ガイディングを提供するツアーやルー
トがあります。ロペ・デ・ベガ邸宅博物
館が主催するガイディングツアーに参
加して、マドリードのバリオ・デ・レトラ	
（文学地区）を探訪し、黄金世紀の作家
たちの足跡を訪ねてみませんか。アルカ
ラ・デ・エナーレス（マドリード州）では、
スペイン文学を代表する作家、ドン・キホ
ーテの作者であるミゲル・デ・セルバンテ
スを偲ぶことができます。バルセロナを
訪ねるなら、ガウディやピカソをテーマ
にしたルートをめぐるといいでしょう。ま
た、バッジョ邸で催行している芝居仕立
てのガイディングツアーもおすすめです。

アンダルシアを旅したら、フェデリコ・
ガルシア・ロルカの足跡をたどったり、
あるいはセビージャを舞台としたオペ
ラゆかりの場所を訪ねたりしてはいか
がでしょう。世界遺産都市にも同様の
選択肢がたくさんあります。カセレスで
はイサベル女王と一緒に素晴らしい歴
史地区を訪ね、セゴビアではフグラレ
スと呼ばれる中世の吟遊詩人に伴わ
れ、詩を聞きながら街を散策してみま
せんか。
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スペインを知る50の体験

スペインの最も美しい	
村々を訪ねる
スペインには、ロンダ（マラガ県）に代表される
ような美しい村がたくさんあります。ロンダで
は、高さ100メートルもある橋、プエンテ・ヌエ
ボから遙かかなたの山脈まで見渡せる素晴ら
しいパノラマを楽しむもよし、国の文化財に指
定されている旧市街を散策するのもいいです
ね。トゥルヒージョ（カセレス県）では趣のあるマ
ヨール広場へと続く石畳の細い路地に魅せら
れることでしょう。カダケス（ジローナ県）には、
地中海に面して建つダリの家博物館があなた
を待っています。カダケスはコスタ・ブラバで最
も美しい村のひとつです。カップ・デ・クレウス
自然公園をサイクリングで回り、美しい入り江
の景色を堪能してはいかがでしょう。

ガリシアを旅するなら、ガリシアの典型的な漁
村で、今もその伝統を良く残しているコンバー
ロ（ポンテベドラ県）には是非、立ち寄ってくだ
さい。アルバラシン（テルエル県）を訪ねて、城
壁に囲まれた町の中を歩くと、まるで過去に
タイムスリップしたように感じるでしょう。かつ
て、タイファ王国のひとつの首都であったこの
小さな町には、イスラム統治時代や中世の偲
ばせるものがあちこちに残っています。

自然が好きなひとには、テヘダ（グラン・カナリ
ア島）がおすすめです。島で最も高い場所にあ
るこの村には、グラン・カナリア島のシンボル
とも言える、自然が創ったモニュメント、ロケ・
ヌブロがあります。昼はトレッキング、夜は天体
観測を楽しむのに最適な場所です。

これらはほんの一部に過ぎません。他にも、
バルデモッサ（バレアレス諸島）、サンティジャ
ーナ・デル・マル(カンタブリア州）、アルマグロ（
カスティージャ・ラ・マンチャ州）、オンダリビア（
バスク州）、ペドラサ（カスティージャ・イ・レオン
州）など魅力あふれる村がたくさんあります。
「スペインで最も美しい村々」協会のホームペ
ージ(www.los pueblosmasbonitosdeespana.org)
ではより詳細な情報を提供しています。

`` アルバラシン
テルエル（アラゴン州）
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アンダルシアの馬たちはどのように踊
るのでしょう。その踊りは芸術です。ヘ
レス・デ・ラ・フロンテーラ（カディス県）
にある王立アンダルシア馬術学校を訪
ねて、彼らのダンスを見てみませんか。
「アンダルシアの馬たちはいかに踊る
のか」と題されたショーに参加すれば、
馬たちが動き、ステップを踏み、スペイ
ンを代表するよく知られるメロディー
に合わせて見事に踊る様を目の当たり
にして、言葉を失うことでしょう。歴史、
芸術、美、すべてを兼ね備えたこのスペ
クタクルは、溢れる色彩と鮮やかな技
とで老若男女を問わず観る者すべてを
圧倒します。

王立馬術学校を訪ねて、3000年の歴史
を持つスペイン純血種の馬、アンダル
シアンを間近で見てみましょう。ここで
は、騎手たちがピカデロ（調馬用馬場）
で調教する様子を毎日見ることができ
るほか、馬たちが休息する厩舎、走行
用の馬場、訓練用馬場などを見学する
ことができます。時間が許せば、歴史あ
る馬車や馬具などのコレクションを収
蔵する馬車博物館や馬術を分かりやす
く、楽しく解説するインタラクティブな
スペースとなっている馬術博物館にも
是非、立ち寄ってください。

アンダルシアンホースの	
踊りを観に行きましょう

aa 王立アンダルシア馬術学校
へレス・デ・ラ・フロンテーラ
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サラマンカ、
文化とナイトライフを満喫できる街

サラマンカではなんでもできます。ユ
ネスコ世界遺産に登録されている旧市
街を散策する、バルや居酒屋をはしご
してタパスをつまむ、あるいは歴史あ
る大学都市の雰囲気を満喫する、この
街ではすべてが可能です。この街で見
逃せないモニュメントといえば、新大聖
堂、旧大聖堂、貝の家、クレレシア、ラス・
ドゥエニャス修道院やマヨール広場が
挙げられます。

サラマンカはまた、週日であれ週末で
あれ、いつも人々の賑わいに満ちてい
ます。

もっと静かなナイトライフを過ごした
いなら、「大聖堂が眠る時」と題するガ
イディングツアーに参加してはいかが
でしょう。1時間にわたるこのツアーは、
いくつもの場所で歴史的文献を見て回
わり、音と光の演出も楽しめます。ツア
ーの最後は鐘楼の上まで登り、各自が
好きな形で鐘をついて終わります。ここ
は、イルミネーションに彩られたサラマ
ンカの街を見下ろすことのできる最高
のバルコニーでもあります。

スペインを知る50の体験

マヨール広場
サラマンカ
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